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は じ め に  

 タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン ( Ty p e  A b e h a v i o r  p a t t e r n )と い う 用

語 の 原 典 は す で に 4 0 年 以 上 に 遡 り 、 1 9 5 9 年 に F r i d m a n  &  

R o s e n m a n 1 ) が 冠 動 脈 疾 患 患 者 の 行 動 パ タ ー ン を ２ 種 類 に 分

類 し た 内 の １ つ を さ す 。 特 徴 と し て 攻 撃 性 、 敵 意 性 、 時 間 的

切 迫 、焦 燥 感 、競 争 性 、達 成 努 力 、精 力 的 活 動 な ど を 有 す る 。

F r i d m a n  と  R o s e n m a n の 言 葉 を 借 り る と 1 )自 分 が 定 め た 目

標 を 達 成 し よ う と す る 持 続 的 な 強 い 推 進 力 、 2 )競 争 を 好 み 追

求 す る 傾 向 、 3 )永 続 的 な 功 名 心 、 4 )時 間 に 追 わ れ な が ら の 多

方 面 に わ た る 活 動 、 5 )身 体 的 精 神 的 活 動 度 を 常 に 速 め よ う と

す る 習 慣 ， 6 )身 体 的 精 神 的 な 著 し い 過 敏 性 、 な ど が あ げ ら れ

る 。タ イ プ A の 判 定 基 準 か ら 除 外 さ れ た も の を タ イ プ B と 定

義 す る 。タ イ プ A は タ イ プ B と 比 較 し 、冠 動 脈 疾 患 患 者 の 発

症 率 が 約 ２ 倍 で あ る と さ れ 2 )、 こ れ が 、 タ イ プ A 研 究 が 行 動

医 学 の 一 分 野 と し て 心 理 学 、精 神 医 学 、公 衆 衛 生 学 、統 計 学 、

心 身 医 学 等 の 諸 家 に ゆ だ ね ら れ つ つ も 、 常 に 内 科 医 特 に 循 環

器 科 医 の 参 画 の も と に 進 め ら れ て き た ゆ え ん で あ る 。  

 

１ ． 冠 動 脈 疾 患 疾 患 に お け る タ イ プ A行 動 パ タ ー ン の 統 計  

 図 １ に 、 わ が 国 の 前 田 3 )の 新 規 発 症 入 院 虚 血 性 心 疾 患 患 者

3 0 0 人 を 対 象 と し た 研 究 結 果 の 一 部 を 示 す 。 タ イ プ A 行 動 パ

タ ー ン は 6 4 . 6 %に み ら れ 、 健 常 対 象 の 4 3 . 0 %に 比 べ 有 意 に 高

値 で あ っ た 。 但 し 心 筋 梗 塞 と 狭 心 症 の 間 、 ま た 年 齢 層 別 の 頻

度 の 差 は み ら れ な か っ た 。一 方 男 性 で は 女 性 よ り 頻 度 が 高 く 、

ま た 男 性 で 、 管 理 職 に お い て 圧 倒 的 高 率 で あ っ た 。  



 

２ ． 冠 危 険 因 子 と し て の タ イ プ A行 動 パ タ ー ン と そ の メ カ ニ

ズ ム  

 冠 危 険 因 子 と し て は 高 血 圧 、 高 脂 血 症 、 糖 尿 病 、 肥 満 、 喫

煙 の ５ 大 因 子 が 代 表 的 な も の で あ る が 、 こ れ に 次 ぐ 幾 つ か の

因 子 の 一 つ に 「 ス ト レ ス 」 が あ げ ら れ る 。 ス ト レ ス は 、 心 理

社 会 的 ス ト レ ス と 言 い 換 え る こ と も で き 、 外 的 要 因 と し て の

社 会 環 境 と と も に 、 ス ト レ ス を 受 け や す い 心 理 的 要 因 が 重 要

で あ る 。 タ イ プ A と は ま さ に こ の 心 理 的 要 因 に 他 な ら な い 。

す な わ ち 、 攻 撃 性 、 敵 意 性 、 抑 う つ 、 絶 望 感 、 不 安 、 パ ニ ッ

ク な ど の 陰 性 心 理 ( n e g a t i v e  a f f e c t i v i t y )が ス ト レ ス と い う 冠

危 険 因 子 の 重 要 な 内 的 構 成 要 因 と な る 4 )。 タ イ プ A 行 動 パ タ

ー ン は 高 血 圧 症 、 高 コ レ ス テ ロ ー ル 値 症 、 喫 煙 と は 独 立 し た

危 険 因 子 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 3 )。  

 タ イ プ A で は 交 感 神 経 副 腎 髄 質 系 の 易 興 奮 性 が 存 在 し 、特

に 心 臓 に 対 し 負 荷 的 に 作 用 す る こ と は 、 欧 米 の 報 告 や 、 村 中

ら 5 )の 、 タ イ プ A で 交 感 神 経 β 系 の 活 動 性 が 強 く 、 逆 に タ イ

プ B で は α 系 お よ び 副 交 感 神 経 系 の 活 動 性 が 強 い と す る 報 告

か ら 容 易 に 推 測 さ れ ， 冠 疾 患 発 症 と 極 め て 密 接 な 関 連 を 有 す

る 要 因 で あ る こ と が 裏 付 け ら れ る 。 ま た 、 心 筋 梗 塞 患 者 の 冠

動 脈 造 影 所 見 と の 対 比 で は 、 １ 枝 病 変 以 下 の 患 者 に 比 し 、 多

枝 （ 2 枝 な い し 3 枝 ） 病 変 患 者 に お い て タ イ プ A 行 動 パ タ ー

ン の 頻 度 が 有 意 に 多 く 3 ）、 あ る 程 度 冠 疾 患 の 重 症 度 と も 関 連

し た 因 子 で あ る と 考 え ら れ る 。 一 方 、 A b e ら 6 )は 、 タ イ プ A

行 動 パ タ ー ン は 、 器 質 的 冠 動 脈 狭 窄 を 有 さ な い 冠 攣 縮 性 狭 心

症 患 者 群 に お い て も 独 立 し た 危 険 因 子 で あ っ た と し て お り 、

タ イ プ A が 冠 疾 患 を 発 症 す る メ カ ニ ズ ム も 一 様 で は な い と 思

わ れ る 。   

 

３ ． タ イ プ A行 動 パ タ ー ン に つ い て の わ が 国 に お け る 考 え 方  



 心 理 的 ス ト レ ス の 内 容 を さ ら に 詳 細 に 検 討 し て み る と ， 欧

米 の タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン で は 、 特 に 「 攻 撃 性 ・ 敵 意 性 」 が

冠 動 脈 疾 患 の 発 症・再 発 と の 関 連 で 重 視 さ れ て い る 7 ) 8 )。こ れ

を 、 わ が 国 の タ イ プ A 研 究 に お い て も そ の ま ま 適 用 し て よ い

も の で あ ろ う か 。  

 日 本 で は 、1 9 8 0 年 の 日 本 心 身 医 学 会 総 会 に お い て は じ め て

「 タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン 」 が 演 題 と し て 報 告 さ れ ， 以 後 研 究

が 累 積 さ れ て い る 3 ) 9 )。 タ イ プ A の 判 定 は 主 に 質 問 紙 法 を 用

い て 行 わ れ る が 、 J e n k i n s  A c t i v i t y  S u r v e y  ( J A S )調 査 表 1 0 )

が 代 表 的 な も の と し て 知 ら れ る 。 一 方 、 近 年 、 よ り 日 本 人 の

行 動 パ タ ー ン に 適 合 す る と さ れ る K G 式 日 常 生 活 質 問 紙

（ K G 3 号 ）（ 表 １ ） 1 1 )や 、 J A D 調 査 表 1 2 )が 考 案 さ れ て い る 。

こ れ ら に よ る 一 般 人 に お け る タ イ プ A の 頻 度 は そ れ ぞ れ 1 5 %、

2 3 %程 度 で あ っ た 。   

 平 松 ら 9 )は 日 本 人 心 筋 梗 塞 患 者 1 0 9 例 を 対 象 に K G 式 日 常

生 活 質 問 紙 を 用 い た 行 動 パ タ ー ン の 調 査 を 行 っ た 。そ の 結 果 、

タ イ プ A 4 5 例 ( 4 1 % )、 タ イ プ B 6 4 例 ( 5 9 % )と 、 タ イ プ A の 頻

度 が 上 記 の 一 般 人 の 頻 度 よ り も 高 い と い う 結 果 で あ っ た が 、

さ ら に 興 味 深 い こ と に 、 タ イ プ A の 攻 撃 性 ・ 敵 意 性 の 得 点 が

一 般 人 の そ れ よ り も む し ろ 低 く 、 行 動 の 速 さ ・ 強 さ の 得 点 が

高 い と い う 結 果 が 明 ら か と な っ た 。日 本 人 の タ イ プ A の 攻 撃

性 ・ 敵 意 性 の 低 さ は 前 田 3 )も 指 摘 し て お り 、 個 人 と し て の 自

立 意 識 が 強 く 、 自 己 主 張 を 要 求 さ れ る 欧 米 と 、 集 団 へ の 帰 属

意 識 に よ っ て 個 人 の 自 由 な 行 動 や 自 己 表 現 を 規 制 さ れ や す い

日 本 人 と の 国 民 性 の 差 が 背 景 に あ る と 強 調 し て い る 。 ま た 、

前 述 の 如 く タ イ プ A は 階 級 層 （ 管 理 職 ・ 非 管 理 職 ） と 密 接 な

関 連 を 有 す る 。 保 坂 ら の 比 較 文 化 的 研 究 1 3 ） で も 、 日 本 人 の

特 徴 と し て の h a r d - d r i v i n g、 h a r d - w o r k i n g、 w o r k a h o l i c な

要 因 、 す な わ ち 、 企 業 や 職 場 と の 一 体 感 を 求 め る 傾 向 を 示 す

「 仕 事 中 心 主 義 的 傾 向 」が 日 本 人 の タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン を



特 徴 づ け て い る と さ れ る 。 す な わ ち 、 日 本 人 に お け る 冠 危 険

因 子 と し て の タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン の 諸 特 性 は 、欧 米 人 と 分

け て 考 え る べ き で あ る と い う こ と が 明 確 に 示 唆 さ れ る 。  

 

４ ． タ イ プ A行 動 パ タ ー ン の 予 後 と 対 策  

 虚 血 性 心 疾 患 発 症 後 の 患 者 の タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン を 、よ

り 穏 和 な タ イ プ A へ 、 さ ら に タ イ プ B へ と 修 正 す る こ と は 、

疾 患 の 悪 化 や 再 発 を 防 ぐ 意 味 で き わ め て 重 要 で あ る 。  

 米 国 に お け る F r i e d m a n ら に よ る R e c u r r e n t  C o r o n a r y  

P r e v e n t i o n  P r o j e c t 1 4 ） で は 、心 筋 梗 塞 発 症 後 の 1 , 0 1 3 例 を ４

〜 ５ 年 追 跡 調 査 し た と こ ろ 、 心 臓 病 カ ウ ン セ リ ン グ と タ イ プ

A 行 動 修 正 カ ウ ン セ リ ン グ（ 表 ２ ）を と も に 受 け た 群 の 3 5 . 1 %

が タ イ プ A を 修 正 さ れ 、こ の 群 の 心 筋 梗 塞 の 再 発 率 は 1 2 . 1 %、

心 臓 病 カ ウ ン セ リ ン グ の み 受 け た 群 で は 再 発 率 2 1 . 2 %、 い ず

れ の カ ウ ン セ リ ン グ も 受 け な か っ た 群 で は 再 発 率 2 8 . 2 %で あ

り 、 両 カ ウ ン セ リ ン グ と も 受 け た 群 の 再 発 率 が 有 意 に 低 い と

い う 結 果 で あ っ た 。  

 前 田 3 ） は 、タ イ プ A 1 0 1 例 の 行 動 パ タ ー ン の タ イ プ B へ の

修 正 は 、 ２ 年 間 で 3 6 . 8 %の 例 で 成 功 し た が 、 階 級 層 別 に み る

と 非 管 理 職 で の 修 正 は 5 2 . 8 %に 達 成 さ れ た の に 対 し 、 管 理 職

で は 2 2 . 9 %に す ぎ な か っ た と い う 。 さ ら に 彼 ら の 統 計 に よ る

と 、心 筋 梗 塞 再 発 例 の 8 5 %が タ イ プ A の ま ま 推 移 し た 例 で あ

っ た 。 復 職 後 に 仕 事 を 変 え る （ 減 ら す ） こ と が で き な い 群 で

は タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン の 修 正 は か な り 困 難 で あ り 、 再 発 予

防 の 観 点 か ら も 大 き な 支 障 と な る こ と が 窺 え る 。  

 一 方 、先 に 述 べ た 交 感 神 経 系 の 興 奮 性 制 御 と い う 観 点 か ら 、

β 遮 断 薬 が 、 再 発 予 防 の み な ら ず タ イ プ A の 修 正 に も 有 効 で

あ る 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 わ が 国 に 比 較 的 多 い 冠 攣 縮 性 狭

心 症 な ど 、 β 遮 断 薬 投 与 に 制 限 の あ る 症 例 も 少 な か ら ず 存 在

し 、 薬 物 療 法 の 面 で は 今 後 さ ら な る 研 究 の 進 展 が 望 ま れ る 。  



 

お わ り に  

 タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン の 虚 血 性 心 疾 患 と の 関 連 特 に 冠 危 険

因 子 と し て の 位 置 付 け に つ き 概 説 し た 。 欧 米 で は 「 攻 撃 性 ・

敵 意 性 」 が 重 視 さ れ る の に 対 し 、 わ が 国 で は 「 仕 事 中 心 主 義

的 傾 向 」 が タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン の 中 核 を 成 し て い る 。 タ イ

プ A 行 動 パ タ ー ン の 修 正 は 心 筋 梗 塞 予 防 の 観 点 か ら き わ め て

重 要 で あ り 、 カ ウ ン セ リ ン グ や 、 β 遮 断 薬 に よ る 薬 物 療 法 に

そ の 期 待 が 持 た れ て い る 。  
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図 表 の 説 明  



 

図 ： タ イ プ A 行 動 パ タ ー ン の 頻 度  

（ 文 献 ３ よ り 引 用 ）  

 

表 １ ： K G B３ 号  日 常 生 活 質 問 紙  

全 て の 質 問 に 「 は い （ ２ 点 ）」「 い い え （ ０ 点 ）」「 ？ （ １ 点 ）」

の ３ 段 階 で 解 答 さ せ ， 合 計 点 を 求 め る ． ４ １ 点 以 上 を タ イ プ

A， ４ ０ 点 以 下 を タ イ プ B と 判 定 す る ．  

質 問 3 , 7 , 9 , 11 , 1 3 , 1 4 , 1 6 , 2 1 , 2 8 , 2 9 , 3 4 , 3 8 , 4 0 , 4 2 , 4 5 , 4 8 , 5 1 , 5 4 の

１ ８ 項 目 は 「 攻 撃 ・ 敵 意 ( A g g r e s s i o n - H o s t i l i t y ) 」，

4 , 6 , 1 0 , 11 , 1 5 , 1 9 , 2 3 , 2 6 , 3 1 , 3 3 , 3 4 ,  4 3 , 4 4 , 4 7 , 5 2 , 5 5 の １ ６ 項

目 は 「 精 力 的 活 動 ・ 時 間 的 切 迫 感 ( H a r d  d r i v i n g - Ti m e  

u r g e n c y )」， 2 , 4 , 1 7 , 2 0 , 2 2 , 2 4 , 2 5 , 2 9 , 3 2 , 3 6 ,  3 9 , 4 6 , 4 9 , 5 2 , 5 3 の

１ ５ 項 目 は「 行 動 の 速 さ・強 さ ( S p e e d - P o w e r )」の 各 尺 度（ 重

複 有 り ） で あ り ， 他 は 無 関 項 目 と さ れ る 1 2 )。  

 

 

表 ２ ： 行 動 修 正 の た め の カ ウ ン セ リ ン グ の 概 略  

（ 文 献 １ ５ 、 表 ４ よ り 引 用 ）  
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